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製品保証について

このたびは本橋をご婦人くださいましてありがとうございます｡

当社は本機に対し,1カ年の製品保証をいたしております｡

万一,保証期間中に当社の貴により故障を生じた場合は.その修理または部品の代替を無

償で行ないます｡

ただし,つぎに該当する故障の場合はこの対象から除外させていただきます｡

1)誤ってお取り扱いになった場合

2)当社以外で修理や改造などが行なわれたためによる場合

3)故障の原因が機器以外の理由による場合

4)高温多湿,腐蝕性ガス,振動など,過酷な環境条件の中でご使用になった場合

5)火災,地震その他の天災地変による場合

6)いったん据付けた後,移動あるいは輸送された場合

7〉 消耗品およびこれに準ずる部品

アフターサービスについて

故障と考えられる場合には,まず｢13.故障?+の項をお読みください｡それでも事態が

改善されない場合には,下記のサービス会社へご連絡ください｡

サービス会社名(所在地) 電 話 番 号

東京島津科学サービス(東京) (03ト5820-3277

京都島津計測サービス(名古屋) (052)-451-4621

京都島津計測サービス(京都) (075)-812-7001

カンサ(大阪〉 (06)-371-5234

西日本島津科学サービス(広島) (082ト23g-4343

西日本島津科学サービス(福岡) (092)-272-3881



安全に関する注意事項

[亘亘]

この取故説明書では,警告内容を次のように鑑定しています｡

[垂垂]その事象を避けなければ,軽症又は中程度の傷害を負う可能性のある場合,
および物的損害の可能性のある場合に用いています｡

[亘亘]装置を正しくご使用していただくための情報を記載しています｡

EB-EWシリーズを安全かつ支障無くご使用いただくために,次の各指示事項にご注意く

ださい｡

直垂司 EB-KWシリーズを危倹領域災で使用Lないでください｡

健給電源電圧がヒューズホルダー部の表示電圧と合っていることを確瓢してく

ださい｡

EB-KWシリーズには当社が用意したオプション及び周辺機芳を使用してくだ

さい｡指定されたオプション以外のものをまちがって使用しますと,天びんが

正常に作動しなくなるおそれがあります｡

EB-EⅦシリーズは堅牢な設計になっていますが,精密機器です｡従って,取

扱いを注意深く,ていねいに行うことにより,長期間故障なく使用していただ

くことができます｡

※引火性のあるガス,液体,粉塵などの漂うところ等｡



は じめに

このたびは､校正分銅内蔵形島津中形電子天びんEB一区Wシリーズをお買い上げいただ

き､誠にありがとうございます｡天びんを末永くお使いいただくため､ご使用の前には

必ずこの取壊説明書をお読みになり､大切に保管してください｡
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1.部品の内訳と各部の名称

梱包ケースをあけて､次の部品が各1ヶはいっていることを確認して下さい｡

【名 称) 〔形 状〕 〔備 考〕

天びん本体

内蔵分銅

分銅抜け止めネジ

分銅カバー

分銅カバー固定ネジ

電壬原コード

2芯-3芯アダプタ

(日本国内のみ付属)

スペアヒューズ125mA

霊夢
白
◎

く宗)

官

賢ヒ議

議
〆ダ

(エ巨≡王)

-1-

このラベルに天びんの器体番号
が記載されております｡

この部分の数字が､天びん本体
の器体番号の下5桁と一致して

いることを確めて下さい｡



〔名 称〕

ビニルカバー

ビニルカバー固定用

両面テープ

取扱説明書

検査合格票

〔形 状〕

g

ヒク◎
‾
｢ 占乞み

Zニフ

∠フ

〔備 考〕

祈りたたまれて
梱包されています｡

本書です｡

[垂垂]内蔵分銅は重いので､落としてケガをしたり､内蔵分銅にキズをつけたり
しないよう､取扱いには注意して下さい｡

[二重□梱包ケース及びクッション類は､再輸送時に必要ですので､捨てずに保管
しておいて下さい｡
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〔各部の名称〕

校正レバー(左右2ケ所)

詔
天びん本体

キースイブチ部

表示部

水準器

データアイオー

DÅTÅⅠ/0コネクタ
キーボード

KE:YBOARDコネクタ＼

電圧表示及び

ヒューズホルダ
電源インレット

ロ
○
岬
<⊃

インタフェースIF王〕-101A アース端子

取付穴

天びん前側
′′‾､＼

天びん後側

校正レバーの位置

測定位置‥‥=… く二≡萱=]

校正位置･‥=…････

⊂±壷]

水平調整足

校正レバーは､左右両方とも測定位置･校正位置､それぞれ止まるまで回して下さ

い｡

- 3
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〔キースイッチ部)

レンジ切換えキー

(EB-32EDWのみ)
● レンジを切換える時に

使います｡

モードキー

●メニュー選択に使いま

す｡…『6.メニュー

選訳j参照

安定マーク

●表示値の変動が､

メニュー選択で設

定された安定幅以

内にはいっている

時に点灯します｡

ゆっく りした荷重

変化がある時は､

安定マークがつい

ANGE

MODE PRINT

TARE

テアキー(風袋消去キー)

●表示をゼロにします｡

●メニュー選択に使いま
す｡･･･訂6.メニュー

選択』参照

〔表 示 部〕

オン/オフキー

■ON/OFF(使用/曖機)切

換えに使います｡…

『3.暖磯について』

参照

プリントキー

●表示値をDATAI/0コ
ネクタからプリンタな

どの外部機器に出力し

ます｡

スタンバイマーク

●暖機状態であることを示します｡

JJ//////メ イ///J

⊂1⊂t⊂七⊂1⊂加=l⊂1

たまま表示値が変 _ぅー

化することがあり

ます｡

動物測定マーク

積込み測定マーク

正味総量測定マーク

パーセント表示マーク

崇 M % l/ ○

kg

●STAND BY

センターゼロマーク

l表示値がゼロで､
かつ最/ト桁のさら

に1桁下がゼロ付

近にある時点灯し
ます｡

l/0マーク

●外部機器 とDATA

〟0コネクタを通して

通倍している時に点

灯します｡

*これらのマークは､周辺機器(オプション)を使用してそれぞれの測定を行なって

いる時に点灯します｡

4 -



2.据え付け

据え付け場所

囲

直垂垂]

据え付け(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

次のような場所への据え付けは避けてください｡

ほこり､風､振動､直射日光､腐食性ガス､電磁波､磁気､高温､

高湿､急な温度変化のある所｡

電源電圧の確認

供給電源電圧がヒューズホルダの電圧表示値の-15%～＋10%以内

であることを確認してください｡『12,電源電圧の変更』参照｡

天びん本体を横倒しにして､天びん

底面の説明ラベルに従って､2本の

輸送用固定ネジをはずし､｢解放+穴

にネジ込みます｡

天びん本体を右図のように置きます｡

ビニルカバーを取付けるときは､こ

のときに取付けます｡後述『ビニル

カバーの取付け』参照｡

分銅カバー①を分銅カバー固定ネジ

②で固定します｡

内蔵分銅(釘を置き､分銅抜け止めネ

ジ④を締めます｡

皿の校正レバーを左右2ケ共匝
位置にします｡

-

5
-

⑳

藍≡夢

a
垂〉

｢解放+穴

説明ラベル

紅一----㊤

測定差9⊃

(》日

･･∂

琴碩

謂

(丑

④
③



(6)

(7)

(8)

(9)

‾任¢

(11)

8功

8頚

[亘垂]

据え付け場所

の移動注わ

その皿を､内蔵分銅の取付けが終わ

った天びんにのせます｡少し後方か

らのせるようにすると､うまくのせ

ることができます｡

誓書≡;≡茅

水平調整荏1)を行ないます｡

水平調整足を回して､水準器内の気泡が赤い円の中にはいるように調整

します｡

調整が終わったら､天びんにがたつき

がないことを確かめて下さい｡

電源ゴ⊥ドをコンセントに接続すると

ロFF表示になります｡
誤灯します｡

もう一度

キーを押すと､全表示が点

ま荒 キーを押します｡

スタンバイマークが点灯します｡

_ + L
l fJ J

広丘点点白月点

スタンバイマーク

暖機します｡『3.曖機について』参照｡

スパン校正を行ないます｡F8,スパン校正』参照｡

性能点検を行ないます｡『10.性能点検』参照｡

汚れやすい場所で天びんを使うときには､ビニルカバー(標準付属品)

を取り付けてください｡『ビニルカバーの取り付け』参照｡

手で持って静かに移動する場合…･･･天びんをそのまま運びます｡

それ以外の方法で移動する場合…･･･前記『据え付け』の(6ト(1)の順で天

びんを解体し､梱包ケースに入れて運びます｡このとき､細かい部品を

l紛失しないよう注意して下さい｡
注1)水平調整は､まず4つの水平調整足をすべて均等に接地させ､前足2本で前後

を合わせ､その後左右どちらかの2本足で左右を合わせるようにすると､簡単

に行なえます｡

注2)据え付け場所によってはスパンが変化する場合がありますので､据え付け場所

を変更したあとは､必ずスパン校正を行なってください｡

- 6
-



ビニルカバーの

取り付け

(1)

(2)

(3)

r4)

汚れやすい場所で天びんを使う時には､下図を参照して､次の手順

でビニルカバーを取り付けてください｡なお､天びんを組立てたあ

とで､ビニルカバーを取り付けるときは､皿を一旦はずしてから行

なって下さい｡

付属のテープ②を切ってケース③の4ヶ所に張り付けてください

(下図参照)｡

ビニルカバー①を両面テープ②の上に､シワが出ないようにかぶせ

て固定します｡

皿を取り付けます｡

皿にひょう量近くのおもりをのせて､皿とどこルカバーが接触しな

いことを確認してください｡もし接触しますと正確に潤完できませ

んので､この場合にはもう一度ビニルカバーを固定し直してくださ

い｡

①

Q

(注)どこルカバー在)は､祈りたたまれた状態で梱包されています｡

- 7
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3.境域について

●30分間以上の通電をしておけば､

誤 キーを押すだけですぐ

に精度のよい測定ができます｡

●使わない時でも､電源コードは抜

かずに 誤 キーを押してス

タンパイマークを点灯状態にして

おいてください(スタンバイマー

クの点灯は､暖機状態であること

を示しています)｡

●1か月以上使わない時には､電源

コードを抜いておいてください｡

4.注意､注記

守ってください

[亘垂亘二]

ACコンセントヘ

†

針//
電源コードを

差しておく

箪
スタンバイマーク

暖機状態

天びん内部に水､金属ピンなどを入れない｡

天びんケースを開けない｡

ものをのせたまま放置しない｡

磁気を帯びたものを近づけない｡

天びん後部のコネクタには指定機器以外を接続しをい｡

血にショックを与えない｡

内蔵分銅にキズをつけたり､削ったりしない｡

校正レバーは､左右2ケ共､測定または校正のいずれか

の位置に､止まるまで回して､使用すること｡

校正レバーの取扱いは､ていねいに行なうこと｡

- 8
-



5.測定手順

測定の準備

電源を入れる

測 定

(3)

暖磯しておきます｡F3.暖

櫻について』参照｡

誤 キーを押します｡

全表示が点灯します｡

[至垂ヨキーを押します0
ゼロ表示となり､測定の準

備ができました｡

押粥開削k9闇
nnnn
uリリU

kg圏
風袋があれば皿に風袋をのせて[享垂ヨキーを押します｡
安定マークとセンターゼロ

マ…クが点灯していること

を確認してください｡

試料をのせて､安定マーク

が点灯したら表示を読み取

ります｡

試料と風袋の合計質量が､

ひょう量を超えていると､

乱表示となります｡

nnnn
uリリU

k9願
i～ヨ5日

k層

用語説明●安定マーク･…‥表示値の変動がメニュー選択で設定された安定幅以内に入

(◆)
っている時点灯します｡

ゆっくりした荷重変化がある時は､安定マークがついたま

ま表示値が変化することがあります｡

●センターゼロマーク

(○) ‥…･表示値がゼロであって､かつ表示の最小桁のさらに1桁下

がゼロ付近にあるとき点灯します｡

●風 袋･…‥試料の容器など｡

一
9
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こんな表示が

出た場合は

I｢I
UL

5戸用∩=ニ

富戸見｢×X
(××は数字)

訂戸ど,∵

ひょう量をこえる荷重がかかっていると､この表示になります｡ま

た皿がつけられていないと一皿になることがあります｡『15.
故障?』をごらんください｡

通常の測定状態のときに､校正レバーが匝司の位置にあると､こ
の表示になります｡

校正レバーを左右2ヶとも手前に止まるまで回して､国位置に
してください｡通常の測定状態になります｡

全表示点灯あるいはメニュー表示状態のときに校正レバーが匝司
の位置にあると､この表示になります｡

校正レバーを左右2ケとも手前に止まるまで回して､匝司の位置
にしてください｡全表示点灯あるいはメニュー表示になります｡

校正レバーが片方だけ匝司位置にあるとき､この表示になります8
匝回位置に戻して下さい｡

-10 -



6.メニュー選択

この天びんは､据え付け場所の･状態や用途に合わせて測定条件を選択し､より能率的

な測定ができるようになっています｡この選択を〔メニュー選択〕といいます｡

選択の手賑 (1)

(2)

(3)

韓キーを押
します｡

現在設定されている

条件が省略形で示さ

れます｡

以後[垂]ト
を押すごとに右図の

順に表示が変わって

いきます｡

MODE キーを

押し競けると､表示

が連続して変化しま

す)｡

●希望する条件に相

当する表示にして

TARE キーを

押せば､その条件

に設定されて質量

表示に戻ります｡

● TARE キーを

押さなければ､現

在設定されている

条件はそのままで

す｡

▼J｢J｢I｢J｢

IんJJJIJl

▼

〃/P/ロ
ー

平均化処理 安定マーク

点灯条件

_亡=J JJJ

!=L _

一丁JJ JJJJ

(質量表示)

現在設定されて

いる条件

dはゼロトラッキ

ング｡d-ONの

時のみ表示

スパン校正

標準モード

+J_ J

lJ J

⊂J_
_I

平

均

化
ー処

理

JJ J

L _

J

J J

L _

_Jl l

未知質量測

定1(標準)

未知質量測

定Z(高安完)

はかり取り
モ

ード1
(標準)

はかり取り
モ

ード
2

(高安定)

l｢ J

J I
安

走

マ

1

ク

在

掠
粂

件

(コ_コ
J

_J

戸-/ロ
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安 定 幅

1カウント

安 定 幅

3カウント

安 定 幅

10カウント



(4) d一口FFの次

に通常の質量表示に

戻ります｡別のメニ

ューを選択するとき

は､(1)からやり直し

ます｡

I

J｢ ‾‾I｢J｢

ーーー〔トトIl

IIIllllI

Lん+JJJし′
▼

選択の際の注意 ●途中でメニュー選択を中止する時は､ 器ゼロトラッキング

ON

ゼロトラッキング

O F F

(質量表示)

キーを押しま

す｡

●電源を切っても測定条件はすべて記憶しています｡

●1回の操作で1項目の選択ができます｡複数項目の選択は､必

要回数繰り返し行なって選択してください｡

● 弘′rd(標準モード)を選ぶと芹-/､戸-/

d-か｢になります｡通常の測定では5と′rd(標準

モード)が適しています｡

●平均化処理(ガーナ､針～､与-/､与-ざ)
の設定は､次表を参考にしてください｡

!外乱(振動など)
訂し

定奴

未知質量測定
小 月一J

l

大 好一～

‡はかり剛測定

小 与-J
大 与-ど

●安定幅(安定マーク点灯条件)は､通常 戸+ に設定して

ください｡一般に安定幅が小さい(戸の値が小さい)ほど､
測定値の精度は高くなります｡･振動など外乱の影響で､安定マ

ークが点灯しにくい場所で使用する場合は､戸-ヨまたは､
戸一沼に設定してください｡

●ゼロトラッキング(d一日∩､d-ロFF)の設定は
質量変化の観臥液体や粉体を注入する場合を除いてd-か｢
で使用してください｡

-12
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●はかり取り測定では､注入速度が速い場合(表示の変化が速い

場合)､外乱のない場所であっても ぅ一どのほうが適して

いることもあります｡

●1カウントは天びんの読取限度(1日)に相当します｡

7.レンジ切換え(EB-32KDWのみ)

RANGE

レンジ切換え

キーとこの機能はEB-32EDWにのみついています｡

RANGE キーを押すたびに大レンジと

小レンジが切換わります｡

器妄 キーを押したときは､自動的

に大レンジになります｡

13
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8.スパン校正

電子天びんは地球の引力を利用して質量を測定します｡引力は地域によって少しずつ

違うため､据付時には必ずスパン校正(感度校正)が必要です｡また､室温が大きく変

わったとき､厳密な測定の前､及び月1回程度行ってください｡据付場所を移動した場

合や物が皿に落下するなどショックが加わった場合にもスパン校正を行なって下さい｡

8.1 内蔵分銅によるスパン校正

[垂垂]:校正レバーは､ていねいに操作してくださいD乱暴に操作すると正確な校正が
できません｡

順(1)

(2)

(3〕

(4)

(5)

(6)

充分に暖機します｡『3.暖機について』参照｡

水平を確認します｡

皿の上のものをおろし､

回トを押して
表示をゼロにしておきま

nnnnn
U.UリリU kg

B[蔓】

回国

す｡なお､EB-32KDWでは､

大小どちらのレンジでも構いません｡*

無芸貰去…
にします｡

TARE キーを押して

大文字のど札表示に
します｡(スパン校正状

態になりました｡)

安定マークが点灯してい

ることを確認します｡

麺亡]k9厨
亡軌 kg

巨】匡]

巨】巨】
囲

*EB-32KDWでは､内蔵分銅によるスパン校正は大レンジ､小レンジとも同時に校正さ

れます｡

-14 -



(7)

(8)

(9)

ロPど.-｢表示

校正レバーを2つとも後

へ止まるまで回します｡

このとき一度安定マーク

が消えます｡

安定マークが再度点灯し

たら､[垂垂]キーを
押します｡

r孔の月の下に-
マークが一旦点灯してか

ら 与戸見｢か表示に
なれば校正完了です｡*

一旦ど′一.一表示が出て
から与戸岸∩===
などの表示になった場合

回 匝司

〔軋 屈
軋▼｢し 層
n

UnP｢
コ
▼

斤U

層
は､スパン校正できていません｡

校正レバーを匪位置に戻したのち､(1)に戻って下さい｡

校正レバーを固位置
に戻せば､質量表示に戻

ります｡
･◆

0

k｡匿】校正レバーが片方だけ匪司位置にあると､この表示になります｡
他方の校正レバーも匝司位置にして下さい｡

天びんの設置環境(振動､風など)によっては､与戸見｢訂表示にならず､

五戸見｢ト2などの表示が出ることもありますが､異常ではありません｡

また､スパン校正できたときには､与戸見｢ロ表示と同時に､スパン校正した
皆の信号を､DATAI/0コネクタから自動的に出力します｡

このときの出力データは､ 9.スパンチェアク に記す様式と同じです｡

EB-32EDⅦ'については､スパン校正前に設定されていた測定レンジに対応した

様式で表示･出力されます｡

ー15
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8.2 外部分銅によるスパン校正

EB-EWシリーズでは､一般に内蔵分銅によるスパン校正が便利です｡

もし､お手持ちの分銅で校正したい場合には､外部分銅で校正することもできます｡

[亘司EB-32KDWは小レンジ､大レンジの順にスパン校正して下さい｡
順(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

充分に暖模します｡『3.

水平を確認します｡

皿の上のものをおろし､

[垂垂]キーを押して
表示をゼロにしておきま

す｡

[車重]キーを押して､
メニューの⊂軋表示
にします｡

TARE キーを押して

大文字のど札表示に
します｡(スパン校正状

態になりました｡)

安定マークが点灯してい

ることを確認します｡

校正用分銅*を皿に載せ

ます｡このとき一度安定

マークが消えます｡

安定マークが再度点灯し

たら､[垂垂]キーを
押します｡

亡兄の符の下に▼
マークが一旦点灯してか

ら数値表示になれば校正

惇了です0

嗟機について』参照｡

nnnnn
uUリリU

k｡圏
亡軋

k｡匿Ⅰ
亡札

k｡箇

遥
〔RL ]k9

巨ヨ匡]

回回
圏

叩L

k｡匿】
*校正用分銅 『16.仕様』参照｡校正分銅が間違っていたり､器差が大きすぎると

校正できなし1ようになっています｡

-16
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t氾ロロロ

一旦､ど.-′一 k9匿】が表示されてから数値表示になった場合は､スパン枚

正できていません｡

校正用分銅が正しいかどうかを確認して､(3)に戻ってください｡

9.スパンチェック

EB-KWシリーズでは､内蔵分銅を使って現在の感度(スパン)を簡単にチェックす

ることができます｡

順(1)

(2)

(3)

皿の上のものをおろし､

TARE キーを押して

表示をゼロにしておきま

す｡(センターゼロマーク

が点灯していることを確

認して下さい｡)

EB-32ⅩDWでは､こ

のときスパンチェッ

クしたいレンジにし

ておきます｡

j安正レバーを後ろへ回し

て､匝司位置にします｡
まず､富戸見｢という
表示になり､しばらくし

て安定マークが点灯する

と同時に､スパンチェック

の結果が表示されます｡*

必要があれば､このとき

PRINT キーを押せば､

スパンチェックの結果が

⊂===コ

････一･→ おろす

ロー訂ロ口琴

蛋≡謬

5戸見｢/ど

回キー

kg

詔

kg

*表示の意味､出力データについては次ページをご覧下さい｡

-17
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DATAl/0コネクタから

出力されます｡

なお､安定マークが点灯

していない場合には､

PR工NT キーは無視さ

(4)

表示内容

れます｡

校正レバーを囲位置
に戻します｡

蛋≡藁芦夢顎

回

/7/忘誤差

前記(2)(3)のときの表示内容と出力データの意味は､次のようになっています｡

表 示 例
出力(プリント)

データ例
意 味

与戸用∩β SPAN O.Og スパン誤差なし｡

三戸見1一言 SPAN
-0.3g

ひょう量近くの測定を行なっ

た場合に､-3カウント分の

スパン誤差がある｡*

与戸見｢=ニ= SPAN XXX

ひょう量近くの測定を行なっ

た場合に､＋100カウント分以

上のスパン誤差がある｡

5戸芹∩=== SPAN
-ⅩⅩⅩ

ひょう量近くの測定を行なっ

た場合に､-100カウント分以

上のスパン誤差がある｡

･与戸月∩に続いて出る数値は､天びんの読取限度を1カウントとした
カウント数です｡

･出力(プリント)データ例は､読取限度0.1gの天びんを例に記してあり

ます｡

･スパン誤差は淵定借に比例します｡上記*印の例では､ひょう量の1/3

の測定では､スパン誤差は-1カウントになります｡

･『8.1 内蔵分銅によるスパン校正』を行なったときも､同様の出力(プ

リント)データが自動的に出力されます｡

･ゼロ点がずれたままスパンチェックを行なうと､正確なチェックはできま

せん｡

】18 -



･与戸見｢△△表示の状態では､一時的に敏感になっています｡
風や振動などの外乱により､表示が変わりやすいので注意して下さい｡

･スパンチェックの結果を表示する前に､一瞬 5P見｢ニニニ 表示が

出ることがありますが､故障ではありません｡

･片方の校正レバーだけを匝司位置にすると､訂戸ぎ.-｢表示に
なります｡このときは､他方の校正レバーも匪司位置にして下さい｡

ー19 一



10.性能点検

性能点検は､急激な室温変化のないところで行なってください｡これらの性能点検

は､天びんが正常かどうかの判断の目安だと考えてください｡

繰り返し性(1)

(2)

(3)

(4)

偏置誤差(1)

(四隅誤差)

(2)

(3)

充分に曖機します｡『3.暖様につ

いて』参照｡

ひょう量近くのおもりを皿の中央に

10回のせおろしして

Ⅹ∴のせたときの表示値

Yj:おろしたときの表示値

を記録します｡

右式に従って標準偏差¢Ⅹ､♂〉一を求

めます｡

♂ヱ､♂yともに『ユ6▲ 仕様』にある

標準偏差の1.5倍以内であれば正常

です｡

充分に曖機します｡『3,噴機につ

いてj参照｡

ひょう量の約1/4のおもりを右図

の番号順に皿にのせ､それぞれの値

Ⅹ1からⅩ5を記録します｡

皿の中央での値と､それ以外での値

との差(偏置誤差)が

EB-16KHW:6カウント以内

E】∃一12KHW:4カウント以内

EB-32KDW､16KSW､32KSW

2カウント以内

であれば正常です｡

1カウントは､天びんの読取限度

(1日)に相当します｡

一 20 -

表呂芸重量軍孟宗
のせる=ⅩいX2,…･･Xi,=…Ⅹ10

‡
おろす:Yl,Y乏,....Yi,...YlO

ロⅩ=

または

ロy=

∑(Ⅹi-Ⅹ)皇

9

∑(Yi-Y)2

X､Yは平均値

凸ひょう畳の約1/4のおもり

5
1.

2

34

匡亘圏



11.ヒューズの交換

手 順

[蚕室劃(1)

(2)

(3)

手 順(1)

幽(2)
(3)

天びんの本体から電源プラグ

を抜いてください｡

右図の要領でヒューズホルダ

を抜きだして､ヒューズを新

しいものと交換します(ヒュ

ーズはタイムラグヒューズを

お使いください)｡

▼マークが､使用する電源電

圧を示すようにして､ヒュー

ズホルダをしっかりと差し込

みます｡

芸

匿
や･ず､＼∴･ヽ

tノ

12.電源電圧の変更

『11.ヒューズの交換』の要領で､ヒューズホルダを抜き出します｡

必要に応じてヒューズを交換します｡

▼マークが使用する電源電圧を示すようにして､ヒューズホルダをし

っかりと差し込みます｡

なお､使用できる電源電圧は各表示電圧の-15～＋10%です｡

すなわち､電源電圧の変動がないものとすれば､ヒューズホルダの示

す電圧に対して以下に示す電圧範囲で使用できます｡

壬2呂吉:二:二::二:二1喜≡:壬去2芸】ヒューズは200mAを使用

…芸呂‡:::::::::去喜言:霊宝芸】ヒューズは125mAを使用

-
21



13.手 入 れ

天びん本体や

皿が汚れた時

内蔵分銅の

手入れ

点 検

(1)

(2)

(3)

●汚れた時は､中性洗剤を軽く含ませた柔らかい布で拭き取ってくだ

さい｡

●有機溶剤や化学ぞうきんは､ケースや表示パネルを傷めます｡

●汚れやすい場所でのご使用には､ビニルカバーをお使いください｡

中性洗剤
柔ちかい布

ナー

ぞう

アル

ベンジン

ル

/轡
内蔵分銅が汚れますと､内蔵分銅によるスパン校正が不正確になった

り､ひどい場合には内蔵分銅によるスパン校正時にど,-′-表示が出
ます｡

このような事態になる前に､内蔵分銅が汚れていないか､ゴミなどが

付着していないかを定期的に点検して下さい｡

点検は､目視によるチェックのほか､次のようにチェックするとより

完全です｡

『8.1 内蔵分銅によるスパン校正』を行ないます｡

ひょう量ぐらいの分銅(校正用外部分銅をおすすめLます)をのせて､

表示値が狂っていないか点検します｡

もし狂っている場合には､下記の通り内蔵分銅を清掃したのち､『14.

内蔵分銅の校正』を行ないます｡

一
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清 掃

(4)

(5)

(6)

内蔵分銅は､以下の通り清掃して下さい｡

皿をはずします｡

分銅抜け止めネジをはずしてから､内蔵分銅を取りはずします｡

汚れの程度､部位によっては､内蔵分銅の両サイドの板(約3cmX4

cm角)を取りはずすことができます｡

ベンジン､シンナーなどの揮発油または薄めた中性洗剤を柔かい布に

つけて､汚れを落とします｡

このとき､酸､アルカリ､油脂類や金属タワシ､みがき瀞､紙やすりなど､

内蔵分銅の質量を変えるおそれのあるものを使ってはいけません｡

風通しの良い所で充分に自然乾燥します｡

元通りに内蔵分銅を天びんに取り付けたのち､皿を取り付けて､前記

｢点検+を行ないます｡

14.内蔵分銅の校正

EB-KWシリーズの内蔵分銅は､工場出荷時に正確に校正されておりますので､ユー

ザーで内蔵分銅の校正をする必要はありません｡

しかし､計量管理室などで草しく管理された基準分銅があり､しかも計量管理上その

基準分銅で内蔵分銅を校正する必要のある特別の場合や､腐食性ガスなどの多い所で長

年お使いの場合などのために､内蔵分銅の校正ができるようになっています｡

なお､正しく管理された正確な基準分銅がない場合に､内蔵分銅の校正を行ないます

と､かえって正確な測定ができなくなりますのでご注意ください｡

手 順(1)

(2)

(3)

充分に暖機します｡『3.曖磯について』参照｡

水平を確認します｡

皿の上のもの*をおろし､

巨垂司キーを押して
表示をゼロにしておきま

す｡

厄nnnnn
uUUUU

O

k9圏
*床下ひょう量金具(オプション)を使用しているときは､床下ひょう量金具のみ

にしてください｡(金具に吊り下げている吊り金具､吊り皿などははずします｡)
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(4)

(5)

(8)

[垂垂]トを押して､
メニューの亡軋表示
にします｡

PRINT キーを約3秒

押して大文字のど札
表示にします｡(内蔵分

銅校正モードになりまし

亡RL

kg圃
亡軋

k｡蘭た｡)

安定マークが点灯していることを確認します｡

〔EB-12KⅢW､16ⅩSW､32ESWの場合〕

基準分銅**をのせます｡

〔EB-32KDWの場合〕

1)小レンジの基準分銅**

をのせます｡

2)安定マークが点灯した

ら､匝垂]キーを
押します｡

3)ごメ孔の月の下に
▼マークが一旦点灯(約

1.2砂)したことを確認

して､基準分銅をおろ

します｡

4)安定マークが点灯した

ら､大レンジの基準分

銅**をのせます｡

安定マークが再度点灯し

たら､巨垂垂]キーを
押します｡

β
凸謂冨蒜小

萱萱箋
EB-32KDWのみ

亡軋

kg圏EB-32王(DWのみ

巧L

k｡匿】EB‾32KDWのみ

♂凸大レンジ用

〔萱萱〕の分銅

亡軋

**基準分銅は F16.仕様』に記載の校正用分銅催と同じ値の分銅(組合せ可)を使

用してください｡なお､2種類以上の分銅値が使用できる場合であっても､より

精度よく校正するため､大きい方の分銅催を採用することをおすすめします｡
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r私の月の下に▼が点灯した後戸rメ孔表示になります｡
ど,-′-が出たら却勾

(9)

8切

任頚

包勾

(1)

(2)

(3)

(4)

チェ ック

基準分銅をおろしたのち､

校正レバーを山旦匡司
位置にして､すぐに固
位置に戻します｡

安定マークが再度点灯し

たら[垂亘]キーを押
します｡

この時り0マークが点灯

P[軋

k｡圏
P亡軋

l/0 0

k｡闇(約1.2秒)したことを確認します｡

校正レバーを匝司位置にします｡
安定マークが点灯したら

[垂司トを押しま
す｡

与戸月∩β表示が出
たら校正は完了です｡

校正レバーを匝司位置
にもどします｡

Pr軋

コk9匿l
5P軌1 ロ
▼

kg闇ど′-′一表示が出たときは､基準分銅の種類がちがっているか､器差

が公差を大きくはずれています｡校正レバーが同位置にあること
を確認し､正しい基準分銅で(3)からやり直します｡

内蔵分銅の校正が終ったら､以下の手順でチェックしておきます｡

内蔵分銅によるスパン校正をします｡『8.1 内蔵分銅によるスパン

校正』参照｡

[垂直]トを押して､ゼロ表示にします｡
基準分銅をのせます｡

基準分銅の表記値と天びんの表示値との差が±2カウント程度以内で

あれば0Ⅰくです｡もし､大きくはずれているときは､基準分銅を確め

てからもう一度内蔵分銅の校正を行ないます｡
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15.故 障?

対策のところに辛が記されている場合は､取扱店または当社サービス部門に連絡して

ください｡

(いつ) (どのような故障か) (原因→対策)

測定の前に ･電源コードをコンセントに接 ●電源コードが抜けている｡

続しても何も表示しない｡ ●配電盤がOFFになっている｡

●ヒューズが切れている｡

一『10,ヒューズの交換』

●電源電圧があっていない｡

･TARElキーを押してもゼ
●輸送用固定ネジをはずしていない｡

ロ表示にならない｡ 一『2.増え付け』

●皿がはずれている｡

●天びん内部異常｡

→*

測定中に ･表示がふらつく｡ ●校正レバーが圏位置になってい
･安定マークが点灯しにくい｡ ない｡(校正レバーは左右2ヶあります)

センタゼロマークがすぐ消え ●振動､風の影響｡

る｡

･測定値がバラつく｡
E一[芸孟芸芸芸芸芸;
●電気ノイズ(モータ､ソレノイドな

ど)や強力な電磁波の影響｡

一[ヲ写至芸芸警芸三言去｡
汲または一乱が表示●皿上質量が重すぎる｡

される｡ ●皿がはずれている｡

･突然凸FF表示になった｡
●院問的な停電があった｡

→誤キーを押してから
回キーを押す｡

ニニニ表示になった｡

･与戸見1××表示になっ

●校正レバーが匝司位置になってい
る｡

た｡
一[麺司位置にする｡
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(いつ) (どのような故障か) (原因一対策)

測定中に
･㌘戸ど.-′一表示になった｡･校正レバーが片方だけ匡司位置に

なっている｡

一他方の校正レバーも校正位置に

するか､または校正位置になっ

ている校正レバーを圏位置に
戻す｡

･通電中なのに表示しなくなっ

た｡

●コンセントを入れなおす｡

･軽い荷重の方が応答が遅いこ ●故障ではなく､ごく軽い荷重の場合､

とがある｡ 外乱か実際に荷重が加わったのか天

びん内部で判定しにくいため､この

ようになる場合があります｡

安定幅を′J､さく(PlまたはP3に)

したり､平均化処理をAlかSlに

すれば低減されます｡

なお､動物モードでは､外乱判定幅

が大きいため(動物が動いても表示

が安定する必要がある)､この状態

が出やすいので､一般の測定には僅

わないでください｡

保守の際に
･スパン枚正時に､一旦どrr

●校正用外部分銅が間遠っている｡

が表示されてから富戸見｢●振動や風が強くて正確に校正できな

××表示に戻る｡ い状態にある｡

●内蔵分銅の番号と､天びん本体の器

体番号の下5桁が一致していない｡

一一致させる｡

●内蔵分銅が汚れている｡

一内蔵分銅を清掃する｡

F13.手入れ』参照｡

●内蔵分銅が腐食している｡

一*(設置場所が不適切です｡)

･スパン校正時にL垂dキ
ーを押すと質量表示に戻る｡

●皿に物がのっている｡

その他 ･表示器の上位桁(左側)が少 ●故障ではなく､蛍光表示器の特性で

し暗い｡ す｡誤‾キーを押し､全表示
を点灯させた状態で長時間置いてお

くと改善されることがあります｡

･吉,一′-一/が表示される
●天びん内部異常一*

】
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16.仕

形 名 EB▼16KSW EB-32KSW EB-32IiDW EB-12KlIW EB-16KEW

ひ ょ う 量(k9) 16.2 32 32/6 12.Z 16.2

読 取 限 度(g) 1 1 1/0.1 0.1 0.1

標 準 偏 差(g) 0.6 0.6 0.6/0.1 0.1 0.1

直 線 性 ±(g) 1 1 1/0.2 0.2 0.2

校 正 用 分 銅 内 蔵

校正用外部分銅くkg) 6､10､16 6､10､20､30 6､10､20､30/6 6､10､12 6､10､16

感度の温度係数

(10℃仙35℃)
士4pPⅢ/℃ ±3pPm/℃

使 用 温度範囲 5℃川40℃

風 袋子肖去範囲 ひょう畳全域 各ひょう量全域 ひょう畳全域

皿の大き さ(血m) 345×250

本 体 の 大きさ 約360×355×125山皿(WXDXH)

重 さ 約16.5kg

電 源 電 圧
AClOOV､120V､220V､240V 切り換え可

-15%～十10%､50/60Ⅰ壬z

消 費 電 力 約8VA

●校正用外部分銅は､『8.2 外部分銅によるスパン校正』および『14.内蔵分銅の校

正』のときに使用します｡

●校正用外部分銅の器差は､天びんの読み取り限度以内であれば理想的です｡特別付属

品の校正分銅をおすすめします｡市販の1級分銅､1薇基準分銅を便掃の場合は､ご

使用の分銅の検定公差に応じた精度で校正されます｡

●校正用外部分銅は､EB-16KSW､-16KIiWと12KHWは10k9以上､32KDWの大

レンジと32KSWでは20k9以上の分銅が適しています｡しかL､上表に示す分銅であ

れば､どれでも校正できるようになっています｡軽い分銅で校正した場合は､その分

銅を越える範囲の測定精度は多少低下することがあります｡

●EB-32Ⅰ(DWの表中の値は大レンジ/小レンジの順で記載しています｡

-
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17.部品リスト

特別付属品(オプション)

品 名 部 品 番 号 備 考

応用測定キー AKB-101
1321-34829-10

ケーブルを含む電子プリ ン タ EP-50 321-34986

ポケコンプリンタ CD-PCE650 320-02144-14

RS-232CインタフェースIFB-101A

RS-232CインタフェースIFB-101A･岬C

i32ト34769‾10
‡321-34769
事

コネクタ固定ネジは
M2.6(メートル系ネジ)

コネクタ固定ネジは

♯4-40uNC(インチ系ネジ)

フットスイ ッチ FSB-101T 321-40012-01 TARE用

フ
ットスイ ッチ

FSB-101P 321-40012-02 PRINT用

床下ひょう量金具 !321-40962
校正用分銅(外部分銅)分銅10k9

分銅20k9

分銅ZOk9＋6k9

分銅セット

6k9十10kg十20k9

分銅6k9

1321-40963-01
EB-161(SW/-16KHW/-12EEW用

321-40963-02 EB-32KSW用

321-40963-04 EI卜32KDW用

321-40963-03

l

EB-KWシリーズ全撥種用

蔓321-30090-03
l

EB-EWシリーズ全機種

簡易校正用

保守用部品

品 名
】部品番号

備 考

皿 ASSY 】321-41074

]セットで使用

皿受けゴム 321-40965-03

義軍言≡三丁プ葛喜喜喜≒墓室書妻蔓
輸送用固定ネジ

(SセムスP3BKM4×16ZN)
lo20-44551-41
【

ヒ
ューズ 100V/120V用 072-01653-09 200mA(タイムラグヒューズ)

220V/240V用
■072-01653-07

125Ⅰ山1(タイムラグヒューズ)

電源コード 100V/120V用 ;071-60816-01
220V/240V用 071-60814-05 プラグは欧州向け仕様

2芯-3芯アダプタ 071-60813 日本国内のみ付属
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18.周辺機器を使って

島津電子天びんと電子プリンタなどの周辺機器(オプション)とを合わせてお使いに

なりますと､東に能率よく､便利にお使いいただけます｡

18.1 周辺横暴の機能一覧

周辺機器 応用測定キー 電子プリンタ ポケコンプリンタ

権 能 AKB-101 EP-50 CD-PCE650

ナンバリング(サンプルNo.‾

などの設定と印字)

l

(⊃

コンパレ一夕(大､中､小分類) ○

パーセント換算(水分率､灰
分率などの測定に)

○ ○ ○

正味総量測定(詞配合に) (⊃ ○ ○

マニュアルプリント ○ ○ (⊃

積込み測完(臓器､棟械

部品などの測定に)
○ ○

動 物 測 定 ○ (⊃

オートプリント
】

○
l

○

定 数 案 算 ○ 0

統 計 計 算 ≒ ｡ (⊃

BASIC言語による低価格デー

タ処理

l 壬
()

質量変化の観測(所定時間間

隔での印字)
(〕

複数試料の水分率､残留分率

測定など

】

(⊃

RS-232Cインタフェース1FB-101Aを使用してパソコンと接続すれば､上記以外の機

能も可能です｡この場合も､電子プリンタ､またはポケコンプリンタと併用できま

す｡

ー
30

-



18.2 応用測定キーAKB-101の使い方

続
機

能

パーセント(1)

測 定(2)

(3)

天びんの電源コードを抜いてから､下図のようにKEYBOARDコネ

クタに接続します｡

応用測定キーAIくB-101

/應KEYBOARDコネクタ

[至垂]キーを押したのち､基準試料をのせます｡
S ET

100

%≠g

キーを押すと､基準試料を100ヲ占とする表示になります｡

キーを押せば､グラム単位に切り換わります｡基準試料の

変更は､グラム単位の表示のときに行なってください｡

応用例 水分率測定

畠遥¢乾性遥
(i)容器をのせて

ロ垂]

(ii)試料を入れて

SET

lOO%

[垂∃

後(iii)容器ごと乾燥済み
の試料をのせると､
水分率がマイナス
借で表示されます｡

上図(ii)で､巨室垂]キーを押さなければ､残留分(灰分なと)の
測定となります｡この場合､結果はプラス値で示されます｡
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基準質量ref.(カウント) ref.≦97 97<ref.≦999 999<ref.≦9999 9999<ref.

最小 表示(別 %換算不可能 1 0.1 0.01

EB-32KDWの場合は､各レンジ毎に上表のようになります｡但し､小レンジで%設定し

た後大レンジにした場合は､%表示では小レンジの測定範囲を越えると乱表示にな
ります｡大レンジの測定鞄陪で%表示する場合は､大レンジで%設定し直してくださ

い｡

正味籍量測定 複数の試料および溶媒などの調配合に最適です｡%表示との併用もで

きます｡

〔例】

試料Aを200g､試料Bを500g､試料Cを1k9はかりとって､さらに

溶媒(シンナーなど)を加えて合計10k9の溶液を作る場合｡

(1)容器をのせて[垂垂]キー
を押します｡

(2)試料Aを200gはかりとって､

MEMORY キーを押します｡

(表示がゼロに戻ります)

(3)その上に試料Bを500gはかり

とって MEMORY キーを押し

ます｡(表示がゼロに戻ります)

(4)その上に試料Cを1k9はかり

とり TOTAL キーを押すとA

＋B十C=1.7k9を表示します｡

(5)表示が目標値10k9になるまで

溶媒を加えれば完了です｡

なお､ MEMORY キーを押

すたびにDATAI/0コネクタか

ら表示値が出力されます｡
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マニュアル

プリ ント

PRINT キーは､天びん本体の PRINT キーと同じ働きをします｡

外部風袋消去![垂司キーほ､天びん本体の回キーと同じ働きれます0
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18.3 電子プリンタEP-50の使い方

接 続 天びんの電源コードを抜いてから､下図のようにDATAI/0コ

ネクタに接続します｡

電子プリンタEP-50

ACアダプタ

機 能

パーセント換算･

正味総量測定

マニュアル

プリ ント

積込み測定

オートプリント

そ の 他

済
/ V

DATAI/0コネクタ

応用測定キーAKB-101と同じ働きをします｡

一『18.2 応用測定キ…AKB-101の使い方』参照｡

PRINT キーを押すたびに表示値を印字します｡

天びんの表示でZOカウント分以上の質量の物をのせて､表示が安

定すると同時に､自動的に印字して天びんの表示がゼロになりま

す(次の試料はその上に追加するだけでよく､いちいち降ろす必

要はありません)｡なお､積込み測定中にスパンチェックなどで

校正レバーを操作しますと､不要なデータが印字されること等が

ありますのでご注意ください｡

天びんの表示がゼロ±3カウント以内の時に､天びんの表示で20

カウント分以上の質量の物をのせて表示が安定すると同時に､自

動的に印字します｡この試料をおろして､いったん表示がゼロ±

3カウント以内にはいってから､次の試料をのせます｡

】以上のほか､統計計算や動物測定などに利用できます｡使い方に

∃っいての詳細は､電子プリンタEP-50の取扱説明書をご覧くださいo
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接 続

能

使 い 方

18.4 ポケコンプリンタCD-PCE650の使い方

天びんの電源コードを抜いてから､下図のようにDATAI/0コネクタ

に接続します｡

璽塾§監男
喝

DATAI/0コネクタ

ポケコンプリンタ

BASIC言語による自由なデータ処理ができます｡

●ユーザRAMエリア:標準64KB

バッテリバックアップ方式

●7種類のソフトウェアを標準付属

●応用測定(パーセント換算､正味総量測定､積込み測定､オートプリ

ント､動物測定)や統計計算も簡単に行なえます｡(使用できる機能

については､『18.1周辺機器の機能一覧』を参照してください｡)

使い方の詳細については､ポケコンプリンタの取扱説明書をご覧くださ

い｡なお､条件設定プログラムでは､天びん機種2を選択して下さい｡

各種アプリケーションソフトの作成についてもご相談に応じます｡
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柑.5 RS-232CインタフェースIFB-101Aの使い方

続
切

換 え

スイ ッ チ

Aモード

Bモード

天びんの電源コードを抜いてから､下図のようにDATAI/0コネクタ

に接続します｡

DATAI/0コネクタ

切換えスイッチ

＼-/

博

インタフェースIFB-101A取付穴

インタフェースIFB-101A

次のように切換えてください｡

A

A

正コ玉Ⅲ

m

B‥･… 電子プリンタやポケコンプリンタを併用しない

とき｡

B…… 電子プリンタやポケコンプリンタを併用すると

き｡
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RS-232C

コネクタ

壬妾 競 例

ピンNo 信 号 1/0 意 味

1
i

グランド

2 TXD 出 テナー夕出力

3 RXD 人 データ入力

4 RTS 出 Aモードでは短絡､Bモードでは極性

(＋)で｢受信(送信)+を示します｡
5 CTS 入

6 DSR 入 極性(十)で送信可を示します｡

7 SG
l

グランド

20 DTR 出 極性(十)で受信可を示します｡

TXD

R且D

DTR

DSR

RTS

CTS

SG

天びん側

Ⅷ
M

DTR

D
S
R
椚
m

SG

ホスト側

上図は一例です｡接続するパソコンによっては多少異なることがあり

ます｡

-
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ソフトウエア

データ様式 ●ASCII(JIS)コード

●1200B P S､パリティなし､8ビット長､1ストップビット

●Ⅹパラメータ､シフトコードなし

天びんからの出力データ様式(++はスペースを示します｡)

C/R

T上キャリッジ･リターン

単位

数字 ノト数点

正のとき =……･スペース

負のとき …

乱､一温のときの出力データ様式

0 L C/R

極性[…;;…ニスペース
スパンチェックのときの出力データ様式

一 F9.スパンチェック』参照

天びんへの入力データ様式

コマンド･コード C/R

-
38

一

キャリワジ･リターン

打18.6 コマンド･コードj参照



プログラム例

●IBM PC/AT

●N E C

P C-98

例として､パソコンのスペースキーを押すごとに､天びんの

表示値をパソコン画面に表示するプログラムを示します｡

(] はスペースを示します)

10]OPEN]"COMl:1200,N,8,1”]AS.+♯1

20uPRINT]♯1,"]

30]Z$=INKEY$

40]IF]Z$=`‥']THEN]30

50]PRINT]♯1,"DO5”

60]INPUT]♯1,Aヰ

70]PRINTl+A$

80]G O TOL+30

10]OPEN`し+"COM:N81NN”]AS]♯1

(行20以下､IBMPC/ATと同じ)

ボーレート(1200B PS)は､パソコンのメモリスイッチで

設定してください｡
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18.6 コマンド･コード

以下に､ポケコンプリンタ､またはパソコンなどと接続した場合に利用できるコマン

ドを示します｡パソコンによっては､電線投入時､無意味なデータが天びんに入力され

る場合があります｡この対策として､最初に1回スペースコードとCRコードを天びん

に入力して下さい｡

なお､ここに示していない文字や制御コードを天びんに入力すると､以後の天びんの

動作が保証されないだけでなく､正常な測定が行われなくなることがありますのでご注

意ください｡もし誤って､下表にない文字や制御コードを入力したときは､すぐに電源

コードを抜いて､約10秒経過後に再度差し込んでください｡なお､``Q''､"T■'､``]

以外のコマンド･コードは荷重表示になってから入力してください｡また､コマンド･

コードを連続して人力する場合には､コマンド問に150ms以上の間隔をおいてください｡

間隔が短いと後者のコマンド･コードが無視される場合があります｡

コマンド･

コード
機 能l 内 容

T 風袋消去
TARE

キーに相当

DO5 プリント(1回出力) PRINT キーに相当

DO6 オートプリント 『18.3 電子プリンタEP-50の使い方』参照

DOl 連続出力 天びんのデータの連続出力*

DO2 安定時速続出力 安定時の表示データの連続出力*

DO9 出力停止 オートプリント､連続出力､安定時連続出力の解除

<不等号 出力デイレイON

出力デイレイOFF

●天びんに接続するパソコンなどが､RS-232C

(より+､) の割り込みを

>不等号 有している場合 出力デイレイOFF

(より大) 有していない場合 出力デイレイON

をあらかじめ入力しておきます｡

●初期状態は､出力テティレイOFFになっていま

す｡

●ポケコンプリンタを接続した場合には､まず最

初に出力デイレイONにセットしてください｡

*約74秒毎に約1.2秒間出力休止します｡
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コマンド･

コード
機 能

l
内 容

% 100%設定

】
Sf己T

100% キーに相当

G

M

R

＋

%≠g切換え

メモリ

トータル･リセット

積込み測定

%≠g キーに相当
『18.2 応用測定

lMEMORYキ‾に相当 キーAKB_1｡1

メモリ､積込み1
の使い方』参照

動物測定の解除｡

lTOTALlキーに相当
『18.3 電子プリンタEP-50の使い方』参照

A

a

動物測定

標準モード

●動いている動物の測定に使用します｡

●排泄物などがあっても､20カウント未満の値な

らば表示は自動的にゼロに戻ります｡

●ゼロの安定マークを確認後､40カウント以上**

の試料をのせると､安定マーク点灯後自動的に

データが出力されます｡

●安定値Pは設定値の3倍になります｡

●平均化処理は与-/､または与一～を使用
すればすばやく測ることができます｡

●スパンチェックは一旦動物モードを解除してか

ら行なって下さい｡

王話,rd
ヰ スパン枚正

｢r了I
LJ｢L

b 未知質量測定1 1コ_I
IIJ

c(小文字)

d

e

未知質量測定2

はかり取りモード1

はかり取りモード2

｢i コ

冒干 それぞれ『6･メニュー選択』

貢一旨 と同じ働きをします0

f 安定帽1カウント
ロ_l
/ l

g 安定帽3カウント 戸-ヨ
b 安定幅10カウント

Jコ ′｢i
J‾‾IU

**EB-16KSW､32KSW及びEB-32KDWの大レンジの値です｡EB-12KHW､EB-32KDW

の小レンジではこの値は100カウント以上になります｡
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コマンド･

コード
機 能 内 容

(

)

ゼ

B

ゼロトラッキング

ON
_J___
ロ ロJI

それぞれ『6.メニュー選択』

ゼロトラッキング

OFF
d一口FF

と同じ働きをします0

設定条件確認

レンジ切換え

現在メニュー選択で設定されている条件が省略形

で出力されます｡『6.メニュー選択』参照

RANGElトに相当(EB-32KDWのみ)｡
Q ON/OFF*** l器1キーに相当0
l

t

]

(スペース)

†;三てパフク棚

何もしない=小

これらのコマンド･コード以後､CR(キャリッ

ジ･リターン)コードまでの文字を1文字ずつ受-

宿しては送信します｡こゴtを利用してパソコンと

天びんとプリンタ 厄P-50)とRS-232Cインタフェー

スIFB-101Aを使用し､パソコンからのメッセー′

ジをEP-50に印字させることができます｡

ダミーコマンド

***これらの機能は､天びんが通電されているときはいつも働きます｡但し､天びんから

データが出力されている間は動作しません｡
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18.7 その他の周辺機器

フットスイッチ

床下ひょう量金具

取り付け方

[画

以上の他にも､

TARE用とPRINT用があります｡両手があきますから､重い試

料ののせおろしに便利です｡天びんのKEYBOARDコネクタに接

続して使います｡2つ以上のフットスイッチを同時に､またはAKB

-101とフットスイッチを同時に使用することはできません｡

比重測定など､天びんの下に試料をつるして測定する場合に便利です｡

床下ひょう量金具は､天びん底面の

輸送用固定穴(2か所)に､右図の

ように付属のネジが止まるまでねじ

込んで取り付けます｡

金具を取り付けた状態で天びんを床

に置く時には､金具に無理な力がか

からないように注意してください｡

天びんが壊れてしまいます｡特に､

床下ひょう量用の穴のあいていない

所には､絶対に置かないようにして

ください｡

天びんの輸送用固定穴

◎

J
床下ひょう量金具

校正用外部分銅などの周辺織器を用意しています｡詳しくは『17.部

品リスト』をご覧ください｡
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